
項　目
〔校務分掌〕

○ 教員は新学習指導要領
を見据え、積極的に授
業改善に取り組めてい
る。

○ 生徒はいずれの学年
も、自分の進路に応じ
た教育課程に対する理
解度が高い。

○ 子どもが選択した教育
課程について、保護者
の満足度は高い。

○ 教員は昨年度に引き続
き、主体的・協働的な
学びを育む授業改善に
積極的に取り組めてい
る。

○ 生徒の授業の基礎的な
内容についての理解度
は全体では目標指数に
達したものの、２年生
が１・３年生に比べて
低い。

△ 子どもの学習に対する
保護者の満足度は、昨
年同様１・２年生の満
足度が低い。

◇ 家庭学習状況調査等の実施方
法を整備し、生徒の家庭学習
の状況・実態等を保護者会や
学年通信等を通して、保護者
と共有する。日々の課題の内
容も吟味し、学習しやすい環
境を整える。

○ 教員は積極的に指導に
取り組んでいる。

○ 挨拶ができる生徒の割
合は昨年に引き続き高
く、多くの生徒が場に
応じた挨拶ができてい
る。

○ 保護者からの評価は昨
年より高く、特に１年
生の保護者からの評価
が高い。

② ○ 教員は個々の生徒に向
き合い、積極的に取り
組んでいる。

○ 多くの生徒が自主的・
積極的に行事や部活動
などに取り組んだ。特
に１年・３年生が前年
度より、積極的に取り
組むことができた。

○ 保護者の評価も高く、
各学年ともに前年を上
回っている。
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具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

１

教育課程・
学習支援

〔教務部〕

〔授業改善・
IPT企画室〕

① 大学進学等を見据えた
特色ある教育課程を研
究・開発し、地域に対
して積極的に広報す
る。

◇ 引き続き教員一人ひとりが、
授業改善に取り組み、新学習
指導要領を見据えた授業実践
に取り組む。また、ＩＣＴ活
用や大学入学共通テストに対
応した思考力問題の作成への
取り組みも継続していく。
次年度もマスコミ等を通して
さまざまな教育活動を紹介し
たり、地域に直接出向いて働
きかけたりするなど広報活動
に力を入れていく。

② ◇ 教員からの働きかけや手帳・
タブレットを用いたポート
フォリオを全学年で併用し、
積極的に活用させることで、
計画的な学習への意識付けを
図る。日々の学びを記録に残
し、取組を振り返る機会を設
けることにより主体性の育成
を図る。

主体的・協働的な学び
を育む授業改善に努め
る。

登校指導や頭髪服装指
導を通して、挨拶の励
行、時間厳守、身だし
なみなどの基本的生活
態度の育成に努める｡

① ◇ 引き続き集会等の指導の機会
を利用して挨拶の意味や基本
的生活習慣の確立の重要性を
理解させるよう努める。生徒
会とも協働し、挨拶の意義を
考える機会を増やし、すべて
の生徒が校内外にかかわらず
積極的に挨拶ができるよう啓
発する。

２

 生徒指導
〔生徒指導部〕

学校行事やクラス活
動､部活動などに積極
的に取り組ませ生徒の
自主的・実践的態度と
リーダーの育成に努め
る。

◇ 生徒が学校行事やクラス活
動、部活動において、達成感
や充実感、自己肯定感を味わ
えるよう工夫する。個々の生
徒に応じた活躍の場を提供で
きるように学校祭や遠足等の
内容を生徒と共に改善し、積
極的に参加できるよう支援し
ていく。



項　目
〔校務分掌〕

具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

③ いじめの未然防止、早
期発見・解決に対する
教職員の意識の定着・
高揚に努める。

△ 多くの教員がいじめ防
止に関する高い意識を
持ち取り組んでいる
が、目標にわずかに届
かなかった。

◇ いじめ問題に対し、会議等の
様々な機会を利用して教職員
間での生徒の情報の共有を図
る。研修会等を通して、いじ
め問題に関する正しい理解を
さらに深める。

◇ 管理職を中心に、いじめの未
然防止や早期発見・早期対応
のため、校内研修等におい
て、有効な指導方策を定期的
に協議し、いじめ防止に全力
で取り組む。

① 進路行事の企画や模試
の実施・分析を行うこ
とで、主体的な進路選
択ができる力を育むと
ともに、意識の高揚を
図る。

○ 教職員・生徒・保護者
とも昨年度とほぼ同じ
数値であり、目標指数
を達成することができ
た。進路に関する行事
や補習、各種講座につ
いての評価は全学年の
保護者の評価も高い。

◇

◇

生徒の実態に合わせた補習や
講座の企画を積極的に行って
いく。
模試への取組に対する事前、
事後指導を情報機器を活用し
ながら充実させる。

◇ 進路だよりや学年通信での進
路情報の提供の充実を図る。

◇ 教員に対しても進路情報の提
供を図り、生徒や保護者への
情報提供を促す。

◇ 生徒を通しての保護者への進
路に関する情報提供を強化す
る。

◇ 生徒へはオープンキャンパス
やＷｅｂ説明会等、各種体験
の情報提供、参加を促す。

○ 本校教職員の評価はほ
ぼ昨年同様に高い。

△ 中高一貫教育に関わる
事業実践に対する連携
中学校の関係教員の評
価が昨年度に比べ低
い。

△ 中高一貫中３生徒の授
業内容の理解度は高い
が、目標指数には達し
なかった。

△ 中３保護者の満足度は
昨年度に比べ低い。

５

保健管理

〔保健部〕

① 家庭と連携し、心身の
健康に関する知識を深
めるとともに、感染症
対策としての毎朝の検
温・体調チェックをと
おして、自己の健康管
理能力を育てる。

△ 教職員・保護者・生徒
のいずれも昨年度指数
を上回ったが、生徒に
ついては、昨年同様目
標指数を達成できたの
は３年生のみであっ
た。

◇ 掲示板や保健だより、個々の
生徒への指導を通じて、これ
まで以上に、健康管理の必要
性および感染症対策の大切さ
を自覚させるように努めてい
く。

学年通信や進路だより
の発行、研修会等をと
おして、生徒・保護者
への適切な進路情報の
提供に努める。

△ 教員・生徒の満足度指
数が目標指数をやや下
回った。昨年度と比べ
ると特に３年生の満足
度が低いが、コロナ禍
でオープンキャンパス
への参加などが十分で
きなかったことも影響
していると考える。保
護者に対する進路情報
の提供については、目
標指数を上回ることが
できた。

２

 生徒指導
〔生徒指導部〕

４

中高一貫
教育

〔中高一貫
教育〕

① 地域との連携を密に
し、特色ある教育活動
を通して、中高一貫教
育の充実・発展に努め
るとともに、取り組み
を積極的に広報する。

◇ 連携中学校との連絡・調整を
密に行い、事業内容の見直し
や、新規の事業について検討
していく。また、ホームペー
ジや中高一貫通信などを活用
して中高一貫教育のさまざま
な取組内容を地域や中学校、
保護者に対し積極的に広報し
ていく。

３

進路指導

〔進路指導部〕

②



項　目
〔校務分掌〕

具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

② 美化意識の向上と主体
的な清掃活動の実践を
目指す指導に努める。

○ 校内での教員および生
徒の清掃に対する取組
は目標指数を上回っ
た。家庭での学習環境
の整理に対する保護者
の評価は昨年に比べ１
ポイント上昇した。

◇ 教室・廊下の整理整頓や清掃
週間の指導を通して美化意識
を育てるとともに、整理整頓
の重要性を認識させるように
努め、家庭でのさらなる状況
向上につなげていく。

③ 気がかりな生徒に対す
る理解と対応に努め
る。

○ すべての教員が、気が
かりな生徒に対する理
解と支援を行ってい
る。

◇ 引き続き、保護者、外部機関
と連携を取りながら一つ一つ
の事例を理解し、対応してい
く。

６

開かれた
学校づくり

〔図書渉外部〕

① ホームページやＰＴＡ
だよりを通して、本校
教育の取組を積極的に
広報するとともに、保
護者や地域社会と連携
した活動の充実に努め
る。

○ ホームページ更新回数
の増加やＰＴＡだより
の詳細な行事紹介によ
り、各学年において、
本校の教育活動および
ＰＴＡ活動に対する保
護者の理解度が高まっ
た。特に、毎年指数の
低い１年生保護者にお
いて、理解度の高まり
が高かった。

◇ 保護者に本校の教育活動につ
いてさらに理解してもらえる
ように、ＰＴＡだよりの記事
の企画・検討を行い、魅力的
な紙面作りに努める。また、
ホームページの掲載内容の充
実を図りながら、保護者・地
域社会・中学生などへの広報
活動を進めていく。

① 図書および資料の整備
と充実に努める。

○ 教職員・生徒ともに目
標指数を上回ってい
る。

◇ 図書館の環境整備に努めると
ともに、生徒への広報活動の
さらなる充実を図る。

② 朝読書をはじめとした
読書活動の充実および
読書マナーの向上に努
める。

△ 学年が進むにつれて、
生徒の指数は下がって
いき、全体として目標
指数に届かなかった。
特に、１年次から自己
の取組に対する評価が
低かった３年生におい
ては、その評価が大き
く低下した。

◇ 生徒に朝読書の意義を理解さ
せるとともに、生徒の興味・
関心に合わせた書籍の購入と
学級文庫の設置を行う。ま
た、特に１年次の初期指導の
充実に努め、自ら進んで読書
活動に取り組むような習慣づ
けを図る。

８
 

自立支援

〔授業改善・IPT
企画室〕

① 手帳と
GoogleClassroomを連
携活用し、ポートフォ
リオの蓄積とエビデン
スの構築を促す。

△ 全ての項目が目標指数
に届かなかった。生
徒・教員ともに半数が
手帳の活用とポート
フォリオの取り組みに
対して意識が低い。

◇ 生徒・教員ともに手帳活用に
対する意識の向上に向けた声
かけを行っていく。ポート
フォリオについては記入様式
やあり方そのものを検討して
いく。

５

保健管理

〔保健部〕

７
 

図書指導

〔図書渉外部〕

備考：「成果と課題」欄の「○」「△」は、アンケート集計結果に基づき、目標指数を達成
　　　した場合には「○」、達成しなかった場合には「△」で示している。


